
野村章裕さんのタイプ診断表 

 

姓名  ：野村章裕 

生年月日：1962年 5月 17日 

 

 

野村章裕さんのタイプは 【意寄りの「知」タイプ 慎重性】 です。 

意思決定や行動基準の第一が「知」、第二が「意」となります。 

 

知タイプ 

意思の決定の軸になるのは「考え方」です。 

自分の「考え方」を軸として、感じ方や動き方（行動の仕方）が決まってきます。 

 

キーワードは「思考」「知恵」「知性」で「物事の考え方」が意思決定の軸となります。 

プロセスを明確にしないと決断ができません。 

 

方向性（目的・目標）とそこに至るプロセスを明確にすることが大切。 

納得できる否かが意思決定する軸です。 

 

このタイプの人を説得するには「理論的」であることがポイントとなります。 

知的に理解できないと、納得できないと動けないタイプだからです。 

 

意タイプ 

意思決定の軸になるのは「動き方」です。 

「あれこれ考えているよりも動くこと」が重要であり、行動においては「プロセスより結論」を大切に

しています。 

 

キーワードは「意思」「行動」「本能」で「動き方」（行動の仕方）が意思決定の軸となります。 

努力や行動に価値を置きますから、机上の空論よりも、まず行動することを優先します。 

 

動き方・行動の仕方が明確になれば、すぐ動けるタイプです。 

このタイプの人を説得するには「行動的」であることがポイントとなります。 

 

理論的な根拠よりも、「こうやりましょう」と動き方を説明することが大切です。 

あれこれ考えるよりも、行動したいタイプだからです。 

 

 



慎重性 

 

社会や人に対して一応の警戒心を持っています。物事を慎重にとらえていきます。 

対人的な警戒心は強く、すぐには自分のことをオープンにしません。 

徐々に本来の自分を出していきます。受動的です。 

 

次は 12タイプの診断結果です。 

 

この解説書はコミュニケーションを意識して作成しています。 

 

ですから、「こうしてあげるといい」という表現になっていますが、 

自分に置き換えるなら、「こうしてもらえたらうれしい」となります。 

 

野村様は 「タイプ２」 です。 

 

タイプ２の特性 

 

「律儀な完全主義者」知タイプ 意寄り 慎重性 

 

社会の秩序を重視し、つねに自己束縛を緩めることなく、環境や人に対して几帳面に対応しながら、 真

面目な態度を崩さず冷静かつ厳格に生きるタイプ。 

 

理性的で保守的。現実主義者。堅実な生き方を好む。おおらか。 

知恵と落ち着きと力強さを持つ。 頭ごなしに命令されることを好まない。 

おだてに弱い。ほめ言葉に弱い。 

 

・意思決定するときは、安全第一に、鵜呑みや早合点を避け、人情にも左右されない。 

・社会に対しては、常にキチンとした態度を崩さず、自己束縛を緩めない。 

・どちらにころんでも最低の安全性を確保していく堅実な方針をとる。 

・何でも知っておこうとする知識欲が旺盛で、人一倍の勉強家だが、人前で恥をかく事を極端に嫌う。 

・常識や秩序を重んじる保守派で、日頃から几帳面な対応を心がけているが、頑固一徹。 

・明るく気さくだが、どこか硬い感じ。国家公務員タイプ。 

・何事も知っておこうとする態度と、主観を避け客観的に物事を見ようとする態度で権威を尊重する。 

・堅実に生きる事を基本にしている。 

・未知のことや初めての人に対して警戒心が強く、馴染むまでに時間がかかる。 

・社交的で人怖じすることも少ないが、環境への適応力は低い。 

・人の前で弱音、グチを言うことを嫌い、毅然とした態度を崩さない。 

・鵜呑みや早合点を避け、人情にも左右されないで、安全を第一に決断していくことを心がける。 



 

特徴 

 

・柔軟な対応の中にも硬さが見られ、細かい気遣い。 

・生真面目で知性が光るが、緊張感をゆるめない。 

 

才能 

 

・時代の動向に敏感で、分析力にすぐれる。 

・指導力にすぐれる。 

・何でも知っておこうとする態度。（知識吸収力が旺盛） 

・バカな自分が嫌い。 

・時代の動向には敏感で、指導力・養成力にすぐれる。 

・インストラクター・先生・教える事 

 

☆行動的才能 

 

・何でも知っておこうとする態度（知識欲旺盛） 

 

☆知的才能 

 

・すぐれた分析力と批判性（評論家的素質） 教育熱心 

 

対人対応 

 

・社交的だが、孤立的で自己束縛が強く、人前で弱みを見せない。 

・直接的な指示はしないで、結論は相手に任せる態度。 

・孤立的だが、人からの依頼ごとは熱心に対応 

 

 

行動特性 

 

・緊張過度の傾向があり、鵜呑みの行動は避ける。融通性があまりない。 

・几帳面さを忘れずに、安全第一主義で行動する。 

・一か八かの冒険的行動はしない。 両建て安全主義。 

 

 

 



 

言語表現 

 

・儀礼的で、つねに相手と自分を意識しすぎる表現。 

・歯切れはよいが、挨拶などの儀礼には慎重。 

・講演好きで、うまい。 

・会社ではグチを言わない。 

 

人生観 

 

・権威性と尊敬の獲得を目指す人生観。 

・社会の要請に応えられる自分の研鑽を目指す。 

・おだてに弱い。 

 

接し方・付き合い方 

 

・親しき仲にも礼儀あり、を実践する、 

・何かのときは必ず相談相手になる。 

・個人的なことをあれこれ聞かない。 

・いつも真面目な対応を心がける。 

・注意したり、否定したりしない。 

 

嬉しい言葉 

   

「完璧にしてくれて、ありがとう。」 

「あなたは自分に厳しい人ですね。」 

「お陰様で本当に助かりました。」 

 

 

不快な言葉 

 

「まったく融通の利かない人ですね。」 

「重箱の隅までつつく人ですね。」 

「杓子定規だね。」 

「冷たい人ですね。」 


